
第７次鹿角市総合計画後期基本計画の体系（案）

ふるさとを誇り 未来を拓くまち 鹿角
将 来 都 市 像

活力を生む地域産業
・生業を支える

基本戦略１

元気で健やかな
暮らしを支える

基本戦略２

快適で安らぎのある
暮らしを守る

基本戦略３

暮らしの安全・安心を
高める

基本戦略４

未来に羽ばたく
人材を育てる

基本戦略５

まちに若者と活力を
呼び込む

経営戦略１

「世界遺産のまち」を
活かす

経営戦略２

まちの
経営力を高める

経営戦略３

都市経営の視点で攻める３つの経営戦略暮らしを守る５つの基本戦略

取組方針 取組方針 取組方針 取組方針 取組方針 取組方針 取組方針 取組方針

種別 指標名

統計 1人当たり市内総生産

満足度
地元産業が元気で活力があ
ると思う市民の割合

1

地
域
産
業
の
成
長
を
支
援
し
ま
す

2

働
く
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す

3

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

4

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す

5

結
婚
の
希
望
が
叶
う
よ
う
応
援
し
ま
す

7

高
齢
者
の
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す

8

誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
社
会
参
加
で
き
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す

9

衛
生
的
で
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す

10

安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す

11

地
域
に
合
っ
た
公
共
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
す

12

ご
み
の
適
正
処
理
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す

13

緑
と
水
の
映
え
る
ま
ち
の
環
境
を
守
り
ま
す

14

災
害
へ
の
対
応
力
の
あ
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す

15

火
災
や
救
急
に
対
す
る
体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す

16

災
害
に
強
い
ま
ち
の
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す

18

子
ど
も
か
ら
青
少
年
ま
で
の
生
き
る
力
を
育
み
ま
す

19

地
域
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実
施
し
ま
す

20

自
ら
学
び
、
行
動
す
る
社
会
人
を
支
援
し
ま
す

22

人
や
地
域
の
活
力
を
生
む
交
流
を
促
進
し
ま
す

23

農
畜
産
物
の
稼
ぐ
力
を
高
め
ま
す

24

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
ま
す

25

次
世
代
産
業
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す

27

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
み
ま
す

30

デ
ジ
タ
ル
と
対
話
で
つ
な
が
る
市
政
を
進
め
ま
す

31

多
様
な
主
体
の
力
で
共
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

種別 指標名

統計 健康寿命

統計 出生数（累計）

満足度
心身ともに健康に暮らせて
いると思う市民の割合

種別 指標名

満足度
生活環境が快適なまちだと思
う市民の割合

種別 指標名

満足度
安全で安心して暮らせるまち
だと思う市民の割合

種別 指標名

満足度
将来の夢や目標をもっている
児童生徒の割合

種別 指標名

統計 直近5年間の人口の社会増減の累計

満足度
市外から人が訪れたくなる魅力
のあるまちだと思う市民の割合

種別 指標名

満足度
文化遺産が豊富で誇れる
まちであると思う市民の割合

統計 観光消費額（年間）

種別 指標名

統計 実質公債費比率（直近3年間の平均）

満足度
自分に必要な行政サービスが受
けられていると思う市民の割合

32

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

●産業の内発的発展を促すことで自
走力を強化し、安定的な雇用の創出
を図るほか、物流を支える幹線道路
整備により、経済の効率性を高めます。

●若年層、とりわけ女性の定着を図
るため、雇用環境の整備や就労支
援を進め、多様な人材が安心して挑
戦できる環境を整えます。

●乳幼児期から高齢期まで元気で健
康に暮らせるまちづくりを推進します。

●安心できる診療体制の充実や近
隣地域との医療連携体制を築きます。

●結婚や子育ての希望を実現する
ための包括的な支援を行います。

●高齢者が住み慣れた家や地域で人
生最後まで生活できる地域をつくります。

●障がいや国籍にかかわらず、心豊
かに暮らせる共生社会を目指します。

●水道水の安定供給の維持や生活
排水対策などを進めます。

●安全な住宅づくりや遊休建築物、土
地の適正管理と利活用を推進します。

●地域の実態を踏まえ、公共交通を
利用しやすい環境を整備します。

●循環型社会の形成によるごみの減
量化と廃棄物の適正処理を進めます。

●環境に対する意識・行動を促進し、
魅力ある里山の環境保全を図ります。

●かけがえのない命や財産を守り、安
心して過ごせるまちづくりを進めます。

●災害に強いライフラインを構築す
るため、河川、道路、橋りょう等の整
備・維持管理を進めるほか、自然災
害等の脅威に対する備えや防止策
を講じ、自助、共助による防災・減災
に向けた取組を進めます。

●犯罪や交通事故のない安全で安
心して暮らせるまちづくりを進めます。

●必要なときに相談できる体制を強
化し、子どもが自ら育とうとする力を
支援することで生きる力を引き出し
ます。

●地域の特色のある教育活動を展
開するとともに、未来を切り拓いてい
くことのできる教育の充実を図ります。

●生涯を通して教養や技術を高める
ことができ、生きがいや喜びを地域
に還元できるまちづくりを推進します。

●若者が主体的に活躍し誇りを持っ
て未来を描けるまちを目指します。

●関係人口の拡大や大学等との交
流により、往来の活性化を図ります。

●農業の高度化を進め需要に応え
る競争力ある産業へと発展させます。

●スキーと駅伝競技が盛んな地域の
特長を生かし、交流人口を拡大します。

●本市の優位性を可視化し企業誘
致等を通じて魅力産業を創出します。

●ゼロカーボンシティを実現し脱炭
素化を投資や雇用につなげます。

●「世界遺産のまち」として、市民の
誇りを育み、地域資源を活かして地
域経済を活性化します。

●文化財の保存や人材育成を進め、
地域の活性化や学びに生かします。
●地域資源を活かし地域連携ＤＭＯ
等と連携して、訪れる人の感動が受
け継がれる観光地域を創出します。

●社会状況の変化にも耐えうる財政
運営に努め、次世代に負担を残さず
に市民の思いや願いを実現できるま
ちづくりを推進します。

●デジタル技術を活用し、利便性向上
と行政効率化、わかりやすい情報発信
と市民参画の仕組みづくりを進めます。

●地域に寄り添い、お互いの知恵と
力を生かした地域づくりを推進します。

●まちなかエリアへの緩やかな人口集
約を進め、都市機能の充実を図ります。

29

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す

6

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す

17

防
犯
や
交
通
安
全
を
進
め
ま
す

未来を拓く若い世代の希望をかなえる社会づくり

未来を拓く新たな時代に対応した魅力的な地域づくり

未来を拓くつながりを築く新しい人の流れづくり

未来を拓く稼ぐ力を高める地域づくり総合戦略基本目標１

総合戦略基本目標２

総合戦略基本目標３

総合戦略基本目標４

●外貨獲得と地域経済の循環 ●稼ぐ力を高める人材の育成と確保
●鹿角の際立つ文化の振興

●市民とつながる関係人口・交流人口の拡大
●魅力を生かした「鹿角暮らし」の推進

●出会いと結婚への支援強化 ●妊娠・出産・子育てを支える環境づくり

●コンパクトなまちづくりの推進 ●未来技術の導入 ●鹿角の未来を支える人づくり ●地域コミュ
ニティの維持・活性化 ●健康で生きがいのある地域づくり ●都市インフラの戦略的維持管理

基本目標 1人当たり市内総生産／観光消費額（年間）

基本目標 直近5年間の人口の社会増減の累計

基本目標 出生数（累計）

基本目標
健康寿命／生活環境が快適なまちだと思う市民の割合／
自分に必要な行政サービスが受けられていると思う市民の割合

具体的施策

具体的施策

具体的施策

具体的施策

資料２

21

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

26

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す

次期 鹿角市まち・ひと・しごと創生戦略を包含

（「地方創生2.0基本構想」、年内に策定される国の「総合戦略」を参考に再構築）

28

感
動
が
広
が
る
観
光
地
域
を
創
出
し
ま
す


